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【目的】アルツハイマー病（AD）は、酸化ストレスや糖尿病などの生活習
慣病との関連が強く指摘されている．バレニンを初めとするイミダゾー
ル・ジペプチド（ImD）は抗酸化作用をもつ栄養機能成分で、牛肉，鶏など
にも含まれているが，鯨肉には 100g 当たり最も多く含まれている．本研
究では、あらたな食品開発の一助として、老化促進 AD モデルマウスとし
て知られる SAMP8 の高次脳機能に対するバレニン含有鯨肉抽出物（Whale 
Meat Extracts：WME）の効果を行動学的に解析するとともに、その遺伝子
発現変化を網羅的に解析した． 
 
【方法】老化促進 ADモデルマウス Senescence-accelerated mouse prone 
8 (SAMP8)（20 匹）と正常老化を示す SAM resistant 1 (SAMR1)（10 匹）
を 6週齢から 24週齢まで通常食で飼育し，さらに 50週齢まで WMEを SAMP8
（10 匹）に，対照食（Low-Safflower Oil：LSO）を SAMP8（10 匹）及び
SAMR1（10匹）に与えた．49週齢から 4 つの行動試験，Open field test, 
Y-maze test, New object recognition test 及び Water-filled multiple 
T-maze test を行なった．50週齢で脳の総 RNAを抽出してマイクロアレイ
を実施した． 
 
【結果と考察】WME 摂食によりは SAMP8 の Y-maze test 正解率及び Water-
field multiple T-maze test のゴール到達時間が有意に改善された．
SAMP8（LSO）は SAMR1（LSO）群に比べて 1517個の遺伝子発現変動がみら
れたが，SAMP8（WME）での変動は 498 個に抑制された．SAMP8 (LSO)では
フルクトース（Fru）取込みに関与する遺伝子（Slc2a5）の発現が上昇して
いたが，WME 摂食により低下した。SAMP8 で低下しているグルコースの利
用が WME で改善されたことが示唆された. また SAMP8 (LSO)では，トレハ
ラーゼ（Treh），Fru-1,6-ビスリン酸ホスファターゼ（Fpb1），アラニング
リコシル化トランスアミナーゼ（Agxt2l1），アルドラーゼ B（Aldob），フ
ェニルアラニン水酸化酵素（Pah），Cyp2e1 及びアシル CoA 合成酵素
（Acsm1/2）の遺伝子発現が低下していたが，WME摂食により回復した． 
 
【結論】バレニン含有 WMEは SAMP8 における学習・記憶障害に関連する遺
伝子発現変化を是正した可能性が示唆された． 
 
